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丈@罰京都台ミナ-2001
第 I@'Pとpケート σ)まとめ

中 報告:井上雅人

去る 4月 26日(土)に開催された第 1回セミナーのアンケートの結果は、下記のとおりで

した。

I .アンケートの集計結果 参加者:40名 回収:21 

1 .講演について

1 )講演の時間

A.適当(1 7) B.長すぎる(0) C.短すぎる(4 ) 

2 )講震内容

A.期待以上 (0) B.期待とおり(1 5) C.期待はずれ(2 ) 

D.その他(2 ) 回答なし(2 ) 

=> C.D.の特徴的意見
・事前に本を読んでいたので、それ以上のものでなかった本よりもさらに最新

情報が得られると期待していたが

-職場で必要な知識なので、レジメの後半部分を主に聞きたかった。

.総論が長かった

・本をよく読んでいなかったので、理解が難しい。

事前に著作を読むなどの予習が必要だった

3 )講演で興味深かったこと(特徴点)

-著者の経歴に奥昧があった

，質疑が菌白かった

.書Eと図書館が似てきている

・大学図書館にとって書窟、取次の付加価値とはどのようなものか

書庖の倒からの意見を聞きたかった

・書庖のデジタル化によって出版・流通のスムーズな流れがさらに悪化する

のではないか

・書庖からの視点が興味深かった

z 電子時代の出版事情の動向を知ることができ、さらに電子図書館の課題も

知ることができた。

・図書館サービスの有料、無料の論議が興味深かった
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大図研京都 NO.193(2001.5) 

4 )質疑応答の時間 (80分)について

A.適当 (15) B.長すぎる(2) C.短すぎる(2 ) 回答なし(2 ) 

5 )質疑応答の進行について

A.良い (3) B.ふつう(1 4) C.悪い(0 ) 回答なし(4 ) 

6 )講師への質問

・印刷本の場合、ひとつの文化ともいえる古書庖を生み出したが、デジタル古資

料の場合、将来的に読書可能な状態で書庖として在庫し、提供できるのか

・電子テキストを読むためのリーダー(デバイス)の今後について

-国、地方自治体の役割のようなものがあるのか

・書庖の今後についての何を望むか

1I.セミナーについて

1 )セミナーを何で知ったか

A.メーリングリスト (13) B.ホームページ(3) C.支部報(4 ) 

D.雑誌(1) E.ちらし(2 ) F.知人のすすめ(2 ) 

G.その他一『大学の図書館] (2) 

2 )セミナーの開講形式について

A適当 (13)=>コメント場所がわかりやすく交通の痩がいい

Bもうすこし頻繁に(0 ) 

C.もう少し聞をあけて (2) =>2ヶ月に 1固くらい

D.平日の 5時以降(0 ) 

E.日曜日に開催(2 ) 

F.その他(2) =>開始時間を早めてくれると最後まで参加できる

3 )興味のあるテーマ

ん電子図書館(3 ) B.電子ジャーナル(7 ) 

B資料の組織化(龍子的資料を含む) (6) 

C.資料の保存、修復(電子的資料を含む) (5) E.資料の電子化(1 ) 

G.著作権 (5) G.職員問題(3) H.図書館システム(2 ) 

H.図書館経営(5) J.ガイダンス、利用者教育、情報リテラシー教育(7 ) 

E学術情報の流通(9) L.図書館の自由(4 ) 

M.障害者サービス (1) N.利用サーピス(OPAC) を含む(5 ) 

O.情報ネットワーク(0 ) P.その他(0 ) 

4 )セミナーの受講料

A.妥当 (16) B.高すぎる(0 ) C.安すぎる(2 ) 

5 )セミナーについての意見

，京都支部の企画にはいつも期待している=>他支部か
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-語学学習に興味があるのですが

-開始時間を 1時間阜くならないか

ill. 感想から(要旨)

-

O出脹流通業に身を置く者として、日常的に触れ合う情報でありながら、なかなか

整理して認識できず、大変勉強になった。今後、趣味としての読書や蔀査、研究

において紙の書籍が果たしてきた役割がどうなるか、気になるところである。必

要な情報を取り出すという意味では電子メディアが有効だが、従来の読書のよう

な読みながら考え、考えながら読み、その中で思考力を深め、味わったりするこ

とが消えていく流れに対し寂しさを感ずるものです。図書館の守るべきもの(教

育としても)として静かに読書するということを、電子化と並行して大切にして

いただきたいと思うものです。(媒体と空間、教育と指導法など)これらについ

ては出脹界のあり方、かかわり方にも関わる重要な問題だと思う。

O湯浅氏から図書館は民主主義を発展させるための社会的装置なのだと言われまし

たが、大学図書館員でも無料原則についてしっかりした考えをもつようにしてお

きたいと思います。デジタル化と出販文化、流通などの変化の早さがよくわかり

ました。デジタル化されたものをコンビュータ等で読むことが普通になってきた

世代が増えるとはいえ、人間の身体的、心理的影響もこれからの研究対象になり

そうに思いました。出版、デジタJレ時代、図書館、大学、教育 e旬、幅広いお話を

聞くことカfできました。

tr.1l!!1!l・1I.li.1Il.t7..~言・.1:.::::.
..謀議塾長諜:排出:愈謀謹i密留指¥¥¥難!捜部人課001摺灘議普通普通首論議議j

f パ i/5/ë{，J. 穿ð&~~80ß...æH~20ß ë.婿Ji1ðnますo
JfftRi/5~ñlét.フ"Cæ厚L- "C""Fdll 0 
i8NffliA 
#.1.と』苦八まc affù!Jj7t~善指f.N晋1It:?7タ-~晋IIWJ!lÆ害

デ803-8577 ff[!IIf/jjtIK害M!Git/IJ58・1
Tel:075-485-8222 Fax:075.・485.・8252
E-mail:ino-msf@sf.rifsumei.ac.jp 

量 大図研京都のホームページlJRL

hftp:/lwww07.u-pa2e.so・.net.ne.jp/r27/dtkkl姐d位 .htm

一会費舗入のお圏い 一一
2 0 0 0年度までの会費未納の会員さんは、至急会費の納入をお願いします。:
会費についての問い合わせは財政担当支部委員の金森孝之さん、又は
最寄りの支部委員又は、編集子までお願いします。
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大国萌京都セミナ-2001

第 I@ r 子 ~9 fL時代⑦出版メヂィ '?J袋加しと

l晴天堂大学図書館分館 伊藤 淳(神奈川支部〉

京都セミナーの連続例会があると聞き、しかも第 1田が湯浅俊彦氏であると知った時は、

うれしいやら、悲しいやら複雑な想いが交錯したが、昨年 8月にポット出版より、発行さ

れた「デジタノレ時代の出版メディアJの著者であるし、分科会の担当者としては、参加せ

ねばならないし、直接お会いしてお話せねばならない事情があることなどから、早々と参

加を決めていました。

さて、どんな事情があったかと申せば、実は… 昨年の分科会「出版文化」の内容を決

め、講師をどなたに依頼しょうかと悩んでいた時期に、湯浅俊彦氏のお名前を教えていた

だいた。(この時、内容的には電子出版・オンデマンド関係でと決め、中西印刷の中西秀

彦氏に依頼して、内諾を得ていた。)が、まさか湯浅俊彦氏がお二人いらっしゃって、し

かも同じ関西在住の出版関係の方とは露知らず。

ご存じのとおり、分科会ではもうお一人の湯浅俊彦氏(かもがわ出版)に依頼し、最終

的には講演をお願いしたのでした。細かな事情はカットさせていただきますが、この場を

お借りして、関係の皆様方にお詫び申し上げます。どうか、笑ってお許しくださいませ。

さて、 4月 28日は、前日から京都入りしていたこともあって、原稿用の文献を漁りに

図書館を訪ねてから会場に。

はじめに書いた恥ずかしい経緯とは別に、わたくし本人としては、もうひとりの揚浅俊

彦氏がどんな方なのかということよりも、例会の討議の時聞がかつてなく長い時間をとっ

ていることなどから、いろいろと意見交換できるだろうと期待し、かっ。分科会のネタを

探しに。しかし充実した講演でしたが、もっとお話をお聞きしたかったし、議論したかっ

た。と言うのも、行聞からほとばしる熱気がそのまま会場に溢れていたからです。と、言

いつつ途中で船を漕ぎだしてしまいましたが。我々の予習、復習も出来る本の内容そのま

まに講演したいただいたので、より細かく話していただけた。が、いかんせん内容が実り

多すぎて、時間のほうが足りなかったようで、残念。

個人的には、今夏の分科会の内容もほぼ決めることができましたし、京都をゆっくりと

堪能できたので万々露。第2回以降も、かなり期待できそうですね。

今後ともよろしくお願いいたします。
<::::> .... <0' 
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湯浅氏のお話の中で、「現在の本は、

京都橘女子大学 田北十生(京都支部)

本であるべきものと、本である必要はないが本し

かなかったので(出版手段が)本になっているものがある。したがって、後者はデジタノレ

化の時代の中では、当然デジタノレ化されることになる。」ということと r，情報に対するベ
イが確立していない中でオンライン化はマ」ケットとして成立するのかJという趣旨の発

言があった。そんな発言を聞きながら私は、デジタノレ化の行方に対して、情報の利用者の

立場から、ふと思ったことがある。

本であるか否かということよりも、その情報が私たちにとって便利かどうかで決まるの

ではないかと思う。たとえば、芥JlIの「歯車」は、文庫本で読める。これがデジタル化さ

れたとしても、それが利用者に便利だろうか。文庫本はポケットに入るし、もって歩いて、

いつでも読める。読むための機械は要らない。電池寿命の心配もない。不要になればごみ

箱に捨てても何の違法なこともない。一方百科全書となると話は逆になる。重い何冊もの

本は始末に困る。持ち歩きもままならない。ところがデジタル化されたものは、パソコン

さえあれば持ち歩きむ出来るし電車の中でも見れる。語学の勉強をする場合は、デジタノレ

化され、発音も聞けるとなれば、断然デジタノレ化されたものが良いに決まってる。

こう考えるとデジタノレ時代の出版物とはいえ、利用者がその行方を決めるのだと思う c

また、雑誌類は、私はデジタノレ化にもっとも適しているように思う。良くホームページ

に論文を載せても、アドレスが変わったり、内容が変わったりして、原典としての確定が

難しいという意見があり、私もそれは感じる。だから、本では国立国会図書館の納本制度

があるように、デジタノレ出版物も「デジタノレ納本制度」を設けて、デジタノレ版の国立国会

図書館を作り、納品させれば、先ほどの開題は解決するのではないかと思う。

ベイの問題は、セキュリティーと電子決済の両面が必要であるが、これが確立し、安全

性が確保できれば、利用者は間違いなく、それを利用するようになると思われる。再版制

度の問題も、吹っ飛んでしまうだろう。デジタル化の波の中で、今はまだ模索の時代だと

思うが出版界も図書館界も、大きく変わるだろうし、変わらなければならないと思う。

第 8回京都支部委員会報告
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[報告事項]会員情報
[審議事項]
1 .支部総会について
1 )議案審について
2 )次期支部役員体制について(役員の一部交代を提案することが了承された。)

2. 大図研京都セミナーについて
1 )第 1回セミナー (4月 28日)について ・参加者数 40名
・懇親会も盛況で、親睦とともに有益な情報交換が出来た。
2 )第 2回セミナー (5月 26日)について ・申込者は 46名。

2. 支部報について 前々回の決定事項を確認した。
3. 次回支部委員会 6月 5日(火)

-退会者 1名

. . 
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